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厘 聖 聖 堅 華 亜

作物が低調に生育しつつあるかどうかは一般にその外

観によって知る事がLtT.来るものである｡併し成分のノミラ

ンス (釣合)がとれてV,るか､何成分が不足し､あるVl

は過剰であるかを適確に知るのには饗分析をするか､組

織試験を行なって確かめなければならなV,｡梨分析をす

るのには高価な機械を必要とするので､その実施をすす

める訳にはV,かなvl.それは研究機関や試験機関にまか

すべきものである｡そこでここでは陛かな柁用で出来る

親献試験を細介して解物診断の参考に供したV,と思うB

組綴試顔にもいろV.ろの方法があり､又種々の必須元

素を検定する方法があるが､今回は三要素 (窒素､I)ン

酸､カリ)の試験法の一例を紹介するに止める0

1.組織 試験 に必要 な器 材 及 び薬 品

組縦試験にはピンセ ット､さじ､硝酸塩用試薬及同容

器､錫捧又は錫ヒモ､リン及びカリ試験用発色試薬が必

要である.以下これにつV,て説明しよう｡

1) 試 験 紙 の 準 備

現地で組織試験を実施するのに便利なのは､訊緋 を

件成して置く事である｡東洋ろ紙のN0.1を.幅1.5cm､

長さ8cmに細切したものを用意して置き､現地で三要素

の試験に使用するようにする｡

先ず試験紙の端に近くジピクリル7ミンソーダ液A (読

薬の調製法は後で述べる)の小滴をたらしてカリ/W 試

験に用いる斑点を作るようにする｡ この斑点は約1000

ppm (ppmとV,うのは100万分の幾つとV,う意味である

例えば1kgの中に 1mg含まれてV,れば lppmとV,う事

になるo)のカ リが反応するに十分な渡さを持 ってV,

る｡ EIの斑点から1.5cmの処にジピクリルアミンソ-ダ

液Bを用いて第2の斑点をつくる｡これは約2000ppmの

カリと反応し得る濃度である｡第3の斑点を第2の斑点

から1.5cmの処に約3000ppmのカリを 必要とする程度

(7)

のジピクリルアミ-/ソーダ液Cを用V,て作る｡筑敦紙の

裁 った部分は未処球にしておV,て窒素と1)ンの風紋試験

に用)､る｡

2)試 薬 調 製 法-A

(1)ジビクリルアミンソーダ液

(カ リ用 至式薬)

A液 -06gのジピクリルアミンと0.3gの炭酸ソーダ

を100ccの ど-カ-に秤坂する｡15ccの蒸潜水を

加え､班拝しながら沸とうするまで加熱するO冷

却経小さなろ紙でろ過し､ろ液を 25ccのメスフ

ラスコに入れる｡簸さを蒸潜水で洗い､前の液に

加え､全体を25ccにする｡

B液-p･･･A液8ccを蒸潜水で25ccにうすめる｡うすめ

るのには25mlのメスフラスコかメスシリンダーを

用V､る.

C液･--B液10ccを蕪潜水で 15｡Cにうすめる｡うす

るめのにはメスシリンダ-を用いる｡

(2)硝酸塩用雪式薬

硫酸Jlリウム､硫酸マンガン､亜鉛末､サルファニリン

醍,アルファ-ナフチラミン､クェン蕨の混合剤である｡

薬品は混合に先立ち､粉末状に細砕する必要がある｡先

ず100gの硫酸バリウムを押板する｡ そのうち少鬼を10g

の硫酸マンガンとよく混合する｡ 又2gの亜鉛末を他の

少量の硫酸バリウムと混合する｡

4gのサルファニリン酸を 第3の統酸バリウム少畳と混

合するo全部の発品を一緒にし､更に洩 りの硫酸バリウ

ムと75gのクェン酸を加えてよく混合する｡ これは光を

遮断した着色容器に貯える｡

(3)発色討二薬 (力B里及びリン酸の試験に用いる)

8.5gのモリブデン酸アンモニアを500ccの蒸潜水にと

かす｡144ccの濃塩酸を加える｡ 水を加えて 1リットル



にうすめる｡

2.輪酸態 窒素組織 試 験 操 作

試験紙の未処#.の一端の約ylを折りまげる｡まげた所

に少茄の硝酸塩用試薬をサジでつける｡このまげた所を

植物組巌にふれさせ､組織をしぼり､ピンセ ットで試験

紙を保持し植物汁で粉末をうる為す.又多汁質の植物な

らば､うすい層の指示粟の粉末を新しく切りさV,た表面

にふれさせ､又は汁液が粉末をうる虫すまで材料をしぼ

る｡若し鼠織中に硝酸塩が存在すれば､粉末は株色に変

わる｡この色は植物根から供給されてV,る無機態窒素の

ia:を示すものである｡この際試験紙を用V,る代りに､組

縦に暗按硝酸用試発をふりかけてもよV,0

植物組縦中の硝酸態窒素は絶えずアミノ態窒素に変わ

り根から窒素の供給が減少すれば､直ちに組織中の硝酸

塩が消失する｡この試験は硝酸塩の 1ppmまでの範西の

感度を持 ってV,る｡

トウモロコシに対しては､その窒素供給尾の多少を次

の5つの段階に区別している｡

なし--･植物の地上部に硝酸塩が存在しなvt｡

非常に低い･･･-茎の下部に硝酸塩の涙跡が認められる

低vl･･･-下部の2-3茸の中轍の根元の方には存在す

るがその上の方には存在しない.

中等程度･･････硝酸塩が穂のつVlてV,る牡の中打の根元

の方にはあるがその上には存在しなV'｡
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(写 大 悦 明 )

1.硝酸塩用洗薬(必ず清色ビンに入

れる

2.発色ヨ式薬(リン酸とカリの抗験に
用いる)

3.栗色試薬を入れた;両ビン(清色ビ

ンでなくてもよい)

4.g式験ヨ耽

5.サジとピンセット

6.スズ1事(スズヒモでもよい)

高い･･-.硝酸塩が穂の上の英にも存在している｡

伯の件物の試験をする時は予備筑級を行なってから実

施するようにすべきである｡ トウモロコシが下の方が硝

酸塩含畳が高い7)に反してある作物では上の方が高いの

かも知れなV､のである0

3.リン酸 の組織 試験操 作

試厳法のきれV,な部分を次の何れかの方法でうる患す

即ち､試験紙に多汁質の風紋の一端をつけるか､筑験紙

にふれさせておいて汁の少なvl.阻織をピンセ ットのはし

ではさんでしぼりだすかする｡植物材料をしぼるのにピ

ンセ ットを用vlる時は､一つの試験から他の試験に移る

時に混入汚染をさける為に E･分沈源して宿敵に保つよう

に注意しなければならなvl.

試験紙をしめした#t:点に極少壇の発色液を加えるo南

ちに湿した野点の上に 錫陣の一端を 約10秒間おしつけ

る｡ リン酸が存在すれば､青色に発 色する｡錫はかが

やかして欝かなければならなvlo若し光沢がなV,時はナ

イフかサンドペ-ノく-できれV,にみがV,て使用するよう

にする｡

植物に対するリン酸供給の段階は次のように行なう｡

非常に低V,･･.･.･着色せず

低V,-･･･ --淡青色

中-･･ -･･中等度の青色

高V､-- -･-濃青色



4.カ リの組織 試験操 作

試験紙の一端にある桃色の斑点 (ジピクリルアミンソ

ーダの色)と多汁質作物組織の切断した一片をふれさせ

る｡鑑点をしめす為に十分な汁液をしぼり出す｡同様に

して他の二つの斑点を作物の汁液でしめす.出来るだけ

主要な組粒を用いる｡例えば葉の中軸､葉柄､茎など｡

これが葉緑素の混入をさけるのによvl｡汁液の少ない植

物に対して昧組織を斑点の上におV,て､ピンセ ットの間

にはさんでしぼり出すようにする｡

汁液を戊点と30秒又はそれ以上反応させた後､斑点を

や つとうるおすに足るだけの発色液を加える｡

カ1)は試薙 (ジピクリルアミンソ-♂)と反応して稀

酸に不溶性のジビクリルアミンカリとなる｡発色液中の

塩酸は過剰のジピクリルアミンソ-グを淡黄色のジピク

リルアミンに変えるが､酸はソ-ダ塩の如くだいだV,蘇

色のジピクリルアミンカリには作用しない｡

だV,だい赤色斑点の端に近V,ものは 1000ppm 又はそ

れ以上のカリ濃 度に対する 感度をもち､中間のものは

200Oppm又はそれ以上､三番目のものは 3000ppm又は

それ以上のカリと反応するに十分な濃度である｡著しカ

リと反応すれば斑点はだV,だvl赤色のままで残る｡ この

反応はある程度温度に左右される.非常に暑い日には感

度が低い｡従 って試験は朝の冷汝な特に行なうのが最も

よ>､｡

加里供給は次のようにして行なわれる｡

もし作物汁液のカリが1000ppmより少ないならば､

件物は一定のカリ欠乏症を示し､土壌にカリ肥料の効果

を現わすであろう｡

もし試験の結果カリが1000ppmは示すが 2000ppmを

示さないならば作物は典型的欠乏症を示さなV,が尚カリ

肥料の効果があるであろう｡

もし試験の結果汁液中に200Oppm以上のカ リを 示すな

らば作物は正常な生育をするに 卜分な加里を含有してvl

る｡ (おわ り) (gt 西 忠 茂 )

6頁の｢室 内 ばき｣のつづき
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別 のも くつした利 用の初見 げき
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